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はじめに
クラウドコンピューティング技術は、かつてない速さで成長を続けています。アプリケーションの移植性
が高まり、ワークロードをリアルタイムで処理する計算サイクルが実現しています。また、データ統合プ
ラットフォームによって接続が簡素化され、プラットフォーム間の境界が解消されることによって、ハイ
ブリッドマルチクラウドアーキテクチャが事実上の業界標準になりつつあります。2019年にDenodoは
2回目のクラウドに関する調査結果を発表しましたが、今年も同様にDenodoグローバルクラウド調査2020
を実施しました。

この調査の結果は、ハイブリッドマルチクラウドテクノロジーを導入しやすくするワークロードの自動化
に関するいくつかの独自機能を明らかにしました。ワークロードが複数のクラウドに広がるにつれて、
クラウドプロバイダー自体が競合他社の領域まで機能を拡張するのが当たり前になっています。これ
は、Google Anthos、Amazon Outposts、Azure Stackなどのテクノロジーの進歩から明らかです。ハ
イブリッドクラウド構成の利点には、支出とスキルを多様化できること、リジリエンシーを構築できるこ
と、および各ベンダーの固有の強みに応じて機能と能力を選択できること、そしてこれらすべてをベンダ
ーロックインの罠にはまることなく実現できることが含まれます。

また、組織がコンテナオーケストレーションをファブリックとして利用して、アプリケーションをさまざ
まなクラウドインフラストラクチャにわたって拡大できるようにすることで、マルチクラウドの約束を果
たしているという傾向も見られます。 企業は、Red Hat OpenShiftやDockerで提供されている、または
Google Kubernetes Engine (GKE)、Microsoft AKS (Azure Kubernetes Service)、AWS EKS (Elastic 
Kubernetes Service) などのネイティブプロバイダーが提供する、Kubernetesソリューションが、その固
有の業務ニーズおよび機能に最も適していることに気付き始めています。

現在はあらゆるサービスとしてのソフトウェア (Software-as-a-Service)、IT Ops、アナリティクス、お
よびBI製品に、必要かどうかに関係なくさまざまな方法およびさまざまなレベルで機械学習が導入されて
おり、インテリジェンスの導入は標準になりつつあります。

各種の調査結果によると、クラウド関連の支出が増え続けること、そしてクラウドマーケットプレイスを
支えるデータの管理と統合の手法のスマート化が進むことが予想されています。

本書では、Denodoグローバルクラウド調査2020のすべての質問について1つずつ結果を確認していきます。

https://www.denodo.com/ja/document/whitepaper/denodo-global-cloud-survey-2019


主な結論

クラウド技術は、これまで同様、今日のワークロードを支える基本的な柱の1つです。組織は、コンプライアンス
とセキュリティ上の懸念は高まっているものの、これまで以上の自信を持ってクラウドソリューションを検討して
います。Denodoグローバルクラウド調査2020の結果から、以下のような重要な洞察が得られました。

ハイブリッドマルチクラウドアーキテクチャは、調
査対象のグループが検討している展開の50%以上
を占めており、最も多く使われている展開形式で
す。ただし、プライベートクラウドアーキテクチ
ャが近い将来に姿を消すことはありません。AWS 
Outposts、Azure Arc、Googleなどのテクノロジー
に対する支持は、前年と変わりありません。

クラウドジャーニーに乗り出したユーザーが昨年と比
べて10%増加しており、クラウド成熟度は上昇中で
す。また、調査対象の50%が何らかの意味のあるク
ラウドワークロードを処理しており、クラウド導入の
信頼性は高まっています。

クラウド内でのデータの管理と統合は、リアルタイム
インテリジェンスを提供するために不可欠です。調査
対象の約50%は、データ可視化が、最新のアーキテ
クチャ設計およびクラウド移行戦略の中核となると考
えています。

今回も、最上位にランクされたのはセキュリティとガ
バナンスに関する課題であり、回答者の70%近くが
選択しています。それに続くのがマルチクラウドのス
キルに関する懸念であり、2番目に多い課題として浮
上しています。

3年目のDenodoグローバルクラウド調査で初め
て、Microsoft Azureが最も多く選ばれたパブリック
クラウドになりました。現在、Microsoft Azureと
AWSで市場シェアの3分の2以上を占めています。

クラウドマーケットプレイスは、ユーティリティプ
ライシングとセルフサービス型オプションだけでな
く、プライベートオファーやエンタープライズ契約な
ど、多様な調達と取引の選択肢のおかげで人気上昇中
です。

Kubernetesなどのツールを使用した自動化および
コストの簡素化に対する組織のニーズが高まってお
り、DevOpsとコンテナリゼーションがクラウドのア
ーキテクチャと計画の重要な要素になっています。
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1. クラウド導入
クラウド導入は、クラウド成熟度およびクラウドでワークロードを実行するた
めの準備状況を示す基本的な指標です。回答者の75%近くがクラウドで何ら
かのワークロードを実行しており、2019年の調査から10%以上増加していま
す。同時に、非常に多くの回答者が依然としてクラウド導入に踏み切るために
様子見をしています。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表1 
貴社のクラウドの導
入状況をどのように
評価しますか。

表2  
2019年と2020年
のクラウド導入の
比較

10.00%

24.50%

36.50%

14.50%

18.25%

30.95% 31.35%

15.48%

Watcher – Planning cloud 
s trategy

Beginner – Moved at least one 
workload to the cloud

Intermediate – Multiple 
workloads in the cloud

Advanced – Heavily used by the 
bus iness

様子見
クラウド戦略を計画中

初級
少なくとも1つのワーク

ロードをクラウドに移行

中級
クラウドに複数のワーク

ロードあり

上級
ビジネスで頻繁に利用

該当なし 3.97%

15.48%

31.35%

30.95%

18.25%

N=252

N=252

初級
少なくとも1つのワー
クロードをクラウド

に移行

中級
クラウドに複数のワ

ークロードあり

上級
ビジネスで頻繁

に利用

様子見
クラウド戦略を計

画中

2019 2020
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表3  
貴社の主なクラウド
イニシアチブは何で
すか。

クラウドへの移行により、コストの節約、柔軟性の向上、競争力を保つための
クラウドワークフローの導入などに後押しされて、ビジネス全体を簡素化する
さまざまなソリューションが実現しています。企業が成長して収集するデータ
量が増加すると、データ管理は主に、SaaS技術および各事業部門の業務効率向
上に役立つマーケティング自動化ツールや顧客関係管理 (CRM) システムなど
の拡張機能によって処理されます。

アナリティクスとBIは主なクラウドイニシアチブの中で群を抜いており、実に
回答者の66%がビッグデータアナリティクスプロジェクトを推進しています。
これに続くのが、データサイエンスおよびクラウドでの論理データウェアハウ
ジングです。回答者の40%近くは、クラウドへの展開の価値を立証するには、
クラウドのコストの最適化が必須であると考えています。コストの最適化に
は、インスタンスの規模の適正化や使わないリソースの整理が含まれます。

過去1年でクラウド導入が大幅に進んで、様子見、初級、お
よび中級導入者の全体で10%以上の伸びを示しています。

回答者は、クラウド技術の導入はスイッチを切り替えるような簡単なものでは
なく、始める前により慎重な分析と評価が必要になる可能性があることに気付
いていました。各クラウドプラットフォームのコストとメリットに沿ってさま
ざまな選択肢を検討するだけでなく、関係者が皆で自社のクラウドジャーニー
に参加してサポートするという心構えを持っているかどうかも確認しなければ
なりません。

66%  
の主なクラウド
イニシアチブは
アナリティクス
とBIレポート

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

5.56%

27.78%

32.14%

36.90%

36.90%

40.48%

42.86%

66.27%

Other (IaaS, PaaS, migration...)

DevOps and containerization (CI/CD)

Data as a service (DaaS)/API

Move workloads to SaaS

Optimize cloud usage costs

Data science & ML/AI

Logical data warehouse

Analytics and BI reporting

N=252

アナリティクスとBIレポート

論理データウェアハウス

データサイエンスおよびML/AI

クラウド使用コストの最適化

ワークロードのSaaSへの移行

サービスとしてのデータ (DaaS)/API 

DevOpsとコンテナリゼーション (CI/CD)

その他 (IaaS、PaaS、移行など)
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2. クラウドの課題と展開戦略
クラウドプラットフォームにはそれぞれに固有の利点があります。適切なクラウド展
開戦略は、それらの関連のない利点を、統合されたプラットフォームに取り込むこと
ができます。データとアプリを適切なクラウド構成に配置することによって、システ
ムの応答性の観点だけでなく、ROIの観点でも違いを生み出すことができます。

企業がクラウド技術を完全導入するのを妨げる多くの課題があります。セキュリテ
ィ、制御、およびパフォーマンスに関する懸念から、複数のクラウドを管理すること
に伴うフラストレーションやベンダーロックインまで、企業が慎重になる理由は尽き
ることがなく、どんな場合でも適切に配慮することは良いステップです。

データがまったく異なるソースや地域に分散している状況では、データの移
動と複製を最低限にとどめて時間とコストを節約することがさらに重要にな
ります。

クラウドでアプリケーションを使用する場合、さまざまなデータ形式から選
択できます。それぞれに固有の強みと弱みがあるので、トレードオフを理解
することが、目標に適した形式を選択するのに役立ちます。

利用するデータの3分の2は依然として構造化形式 （68%） ですが、まだ完
全には利用されていない大量の非構造化データが存在しています。クラウド
オブジェクトストレージ (47%) は、SaaSデータ (44%) とともに、計算の
しやすさとパフォーマンスの最適化を最大化するために高い頻度で使用され
ています。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表4 
クラウドでよく使う
データ形式は何です
か。

68%  
がクラウドで構
造化データ形式
を使用

3.17%

14.68%

42.06%

42.86%

44.44%

46.43%

68.25%

Other (please specify)

Binary data (images, etc.)

Semi-structured (JSON/XML)

Big data (Hadoop)

SaaS applications (e.g. Salesforce)

CSV, Parquet, Avro - object storage

Structured data (RDBMS)

N=252

構造化データ (RDBMS)

CSV、Parquet、Avro - オブジェクトストレージ

SaaSアプリケーション (Salesforceなど)

ビッグデータ (Hadoop)

半構造化 (JSON/XML)

バイナリデータ (画像など)

その他 (具体的に)
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さまざまな調査で明らかなように、組織は依然としてクラウドコンピューティングに関
する懸念を抱いています。ITリーダーがクラウドを導入するのはその利点を活用するた
めですが、クラウドコンピューティングの重大な課題に直面しているという状況は変わ
っておらず、今回もセキュリティとガバナンスが最上位にランクされています。この状
況は、特にクラウドを長期間使っている企業ほど、時間の経過とともに解消されると思
われます。

クラウド固有のスキル (50%) とデータ統合 (42%) は、クラウドプラットフォームの計
画と導入に関して対処する必要がある上位3つの課題として、セキュリティ (65%) の後
に続いています。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表5 
クラウドにおける最
も難しい課題はどれ
だと思いますか。

65%  
はクラウドにおける
最大の課題はセキュ
リティとガバナンス
であると認識

表6 
2020年と2019年の
クラウドにおける最
大の課題の比較

5.95%

23.02%

41.67%

42.86%

50.40%

65.48%

Other (please specify)

Lack of business sponsor

Cloud spend/licensing

Integrating data in the cloud

Cloud/multi-cloud skills

Security and governance

N=252

セキュリティとガバナンス

クラウド/マルチクラウドのスキル

クラウドでのデータ統合

クラウドの支出/ライセンス

ビジネススポンサーの不在

その他 (具体的に)

58%

33%

26%

44%

32%

8%

65%

50%

43% 42%

23%

6%

Security and
governance

Cloud/multi-cloud
skills

Integrating data
in the cloud

Cloud
spend/licensing

Lack of business
sponsor

Other (please
specify)

2019 2020

N=252

セキュリティと
ガバナンス

クラウド/マルチクラ
ウドのスキル

クラウドでのデー
タ統合

クラウドの支出/ラ
イセンス

ビジネススポンサー
の不在

その他 
(具体的に)
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ユーザーがクラウドがもたらす多額の節約の可能性について検討し始めるとき、クラ
ウド支出 (41%) も同じように重要な問題です。クラウドベンダーは、支出を監視お
よび管理するための新しいツールをユーザーに提供しています。たとえば、AWSは、
計算リソースの事前購入について大幅に拡張/改良した機能をひそかにリリースして
います。また、オンデマンドのEC2リザーブドインスタンスに対する節約プランとし
て、1年間または3年間にわたる特定量の計算能力 ($/時間で測定) の使用契約と引き
換えに、大幅な割引を提供しています。

2020年の調査では、クラウドのデータ統合の課題はほぼ倍増 (42%) してお
り、ユーザーはマルチクラウド環境におけるクラウド統合の重要性に気付き
つつあります。

ハイブリッドクラウド構成が全クラウド展開の中心であり、パブリッククラウドとプ
ライベートクラウドがその後に続いています。マルチクラウドアーキテクチャは、
確かに話題にはなっていますが、初期コスト、維持コスト、SLA/プロバイダースキ
ル、地域的な展開能力、構成の柔軟性など、さまざまな要因に基づいて入念に評価す
る必要があります。

2019年の展開戦略の上位3つはハイブリッドクラウド、パブリッククラウド、およ
びプライベートクラウドでしたが、上記の数字はそれと一致しています。これは、マ
ルチクラウドアーキテクチャが重要でないことを意味するのではありません。なぜな
ら、ユーザーはワークロードを混合して、さまざまなクラウドプロバイダーの機能を
利用しているからです。

さらに、クラウドのアプリケーション間のデータのやりとりではセキュリティとガバ
ナンスが重要な役割を果たしており、成果を上げるにはクラウドのデータ管理ツール
を正しく選択することがますます不可欠になっています。

N=253

41.9%
ハイブリッドクラウド

18.2%
パブリッククラウド

16.6%
プライベートクラウド

11.1%
マルチ/クラウド

6.32%
ホステッドプライベー

トクラウド 5.93%
未定

42%  
はハイブリッド
クラウドモデル
を活用

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表7 
どんなクラウド展開
戦略を検討していま
すか。
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3. クラウドプロバイダー/プラットフォームおよび
クラウドへの移行 
クラウドサービスがコンピューティングに革命を起こしたおかげで、企業は、仮想化ITインフラ
ストラクチャを開発し、ユーザーのオペレーティングシステムに関係なくクラウドを通じてソフ
トウェアを配信できるようになりました。CIOには途方に暮れるほど多くのプロバイダーとサー
ビスの選択肢があり、正しいパブリッククラウドプロバイダーを選択することも重要です。

67%  
Microsoft Azure
が新しいトップ
プロバイダーと
して浮上

27.78% 10.32%61.11%67.46% 9.52% 9.13% 2.78%

その他

N=252

2020年の上位のクラウドプロバイダーは、大幅な成長を遂げました。その結果、Microsoft 
Azure (67%) が新しいトッププロバイダーとして浮上しました。ただし、AWS (61%) が僅差で
続いています。両者はいわゆる厳しい競合状態にあり、特定のサービスの必要性に応じてどちら
かを選択できます。Azure Cloudはさまざまな市場に進出していますが、Google、IBM、Oracle
などの他のクラウドプロバイダーはそれに気付いています。

26% | 27.8% 11.5% | 10.3%66.5% | 61.1%60% | 67.5% 10% | 9.5% 11% | 9.1% 2% | 2% 

その他

2019 2020

N=252

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表8 
主なクラウドプロバ
イダーだと考えてい
るのはどこですか。

表9 
2020年と2019年の
上位のクラウドプロ
バイダーの比較
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Google、IBM、およびOracleは、やることが山積みです。Alibabaは、APAC地域では好まれて
いるプラットフォームかもしれませんが、主役になるのに十分な票を集めていません。

Oracle CloudとMicrosoft Azureの相互運用性は、両者を組み合わせて業務アプリケーションと
ミッションクリティカルなアプリケーションの両方をサポートすることを可能にしています。
顧客は、シームレスな相互運用性によってOracle Cloud (Oracle Autonomous Databaseを含
む) とMicrosoft Azureをそれぞれ最大限に活用して、クラウドへの移行または新しいアプリケ
ーションの構築を実現できるようになりました。

クラウドへの移行は、データ、アプリケーション、および関連するビジネスコンポーネントを
クラウドに移動するプロセスです。しかし、採用する戦略の種類によっては、移行によって問
題が起きる可能性があります。
データ統合は、クラウドへの移行において重要な役割を果たすので、二の次にしてはいけませ
ん。クラウドへの移行の一般的な目標または利点は、コスト、パフォーマンス、セキュリティ
などの要因に基づいて、可能な限り最も効果的なIT環境でアプリケーションとデータをホスト
することです。

誇大広告をうのみにした人は、すでにすべての企業がアプリケーションのクラウドへの移行を
済ませたのではないか、オンプレミスまたは同一拠点に配置されているデータセンターを利用
している自分の組織は時代に取り残されているのではないかと思うかもしれません。実のとこ
ろ、多くのクラウドコンピューティング技術が主流として導入されるまでには、あと数年かか
ります。企業は、移行コストだけでなく、ITチームはこの新しい世界で活動する準備ができて
いないかもしれないという理由で、ワークロードの大部分をクラウドに移行することを躊躇し
ています。Infrastructure as Code、CI/CD、サーバーレス、およびコンテナに関する新たな
進歩により、セキュリティとコンプライアンスに対する懸念が、IT運用チームを長期にわたっ
て流動的な状況に置く可能性があり、稼働時間と信頼性が脅かされます。もちろん、移行自体
がダウンタイムの原因になる可能性もあります。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表10 
クラウドの戦略/変革
においてIT部門が果た
す役割は何ですか。

3.16%

7.51%

7.51%

11.86%

14.62%

55.34%

Other (please specify)

Cloud broker

Prefer SaaS to limit IT dependency

Cloud COE

Central cloud IT department

IT training

N=253

ITトレーニング

クラウドITの中心部門

クラウドのCOE

IT部門への依存を制限するために
SaaSを優先

クラウドブローカー

その他 (具体的に)
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新しいクラウドインフラストラクチャへの移行は、期待が大きいと同時にやりがいも
あります。クラウドへの移行の実際のプロセスは、面倒で手に負えない場合もありま
すが、いつもそうなるわけではありません。移行に適した計画を立てて、慎重に最善
のアプローチを選択する必要があるだけです。最も一般的なアプローチは、リアーキ
テクト、リホスト、およびリプラットフォームです。

上の図からわかるように、回答者の3分の1 (35%) は、データインフラストラクチャ
全体のモダナイゼーションを伴うアプリケーションのリアーキテクトを検討していま
す。また、回答者の21%はリホストを選択しています。これはおそらく、中小企業が
簡素化された方法で移行を速めようとしているからです。一方、回答者の18%は、ア
プリケーションを大きく変更しないで新しい計算能力とストレージ能力を利用するた
めに、リプラットフォームを実行しています。

35%  
がアプリケーシ
ョンのリアーキ
テクトを検討

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表11 
クラウドへの移行パタ
ーンとして選択したの
はどれですか。

表12 
2020年と2019年のク
ラウドへの移行パター
ンの比較。

1.98%

6.72%

17.39%

17.79%

21.34%

34.78%

Retiring (apps/workload)

Retain (no migration)

Repurchasing (new technology)

Replatform (lift-tinker-shift)

Rehosting (lift n shift)

Refactoring/re-architecting

N=253

リファクタリング/リアーキテクト

リホスト (リフトとシフト)

リプラットフォーム (リフト、ティンカ
ー、シフト)

リパーチェス (新しいテクノロジー)

リテイン (移行しない)

リタイヤ (アプリ/ワークロード)

40%

17%

13%

4%

7%
5%

35%

21%

18% 17%

7%

2%

Refactoring/
re-architecting

Rehosting
(lift n shift)

Replatform
(lift-tinker-shift)

Repurchasing
(new technology)

Retain
(no migration)

Retiring
(apps/workload)

N=253

2019 2020

リファクタリング/
リアーキテクト

リホスト (リフト
とシフト)

リプラットフォーム 
(リフト、ティンカ

ー、シフト)

リパーチェス (新し
いテクノロジー)

リテイン 
(移行しない)

リタイヤ (アプリ/
ワークロード)
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4. AWS、Azure、およびGCPにわたるクラウ
ドサービス/使用事例

クラウド技術の出現により、拡張性が高いシステムを構築するのは非常に簡単になり
ましたが、最適な選択をするのは難しい場合があります。そのためには、アーキテク
チャ空間での長年にわたるしっかりした経験が必要かもしれません。クラウドサービ
スは、クラウド内で使用事例を円滑に進める機能を幅広く提供します。また、全体ア
ーキテクチャが重要な役割を果たしますが、これはSLAと相互運用性を定義する可能
性がある項目の一部である、地理的な場所、セキュリティ、ネットワークインフラス
トラクチャ、およびストレージに直接関連があります。API駆動型サービスとIoTデー
タ管理を中心とする高度な使用事例は、マルチロケーションアーキテクチャを利用し
ますが、セキュリティとガバナンスの影響も受けます。

クラウドプラットフォームにはそれぞれ固有の強みがありますが、上位の使用事例は
全体的に同じように見えます。回答者の50%以上が、コストを削減すると同時に複数
のワークロードにオンザフライで計算/ストレージをバーストできるように、クラウド
を利用して、高度なアナリティクス、機械学習/AI、データレイク、およびサービスと
してのインフラストラクチャ (IaaS) を実行しています。回答者の約20%は、バック
アップと災害復旧を目的としてクラウド技術を利用していますが、これにはコントロ
ールされたペースでの移行が含まれます。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

表13 
貴社のクラウドサー
ビスはどれですか。上
位3つを答えてくださ
い。。

1.19%

3.57%

5.56%

7.94%

11.11%

18.25%

18.65%

20.63%

20.63%

23.41%

28.17%

31.35%

42.06%

50.00%

Other (please specify)

DRaaS

Blockchain

Stream processing

IoT (internet of things)

SaaS

Governance, security, compliance

DWaaS

DBaaS

Migration to cloud

ML/AI

Data lakes

Infrastructure

Analytics

N=252

アナリティクス

インフラストラクチャ

データレイク

ML/AI

クラウドへの移行

DBaaS

DWaaS

ガバナンス、セキュリティ、コンプライアンス

SaaS

IoT (モノのインターネット)

ストリーム処理

ブロックチェーン

DRaaS

その他 (具体的に)
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DevOpsは、開発チームと運用チームが独自に活動するのではなく共同で作業
できるように、開発と運用を一体化して進めるという企業文化における実践で
す。コンテナリゼーションは、再現性を実現し、展開を自動化できるという点
でDevOpsと親和性が高い稼働手法です。あらゆる組織は、アプリケーション
とサービスの手間のかからない開発とシームレスな配信を実現するために、セ
キュリティプロセスを強化および統合する必要があります。

顧客は、クラウド内でコンテナを用いることでメリットを得られます。ポータ
ビリティとスケーリングが向上し、全体的な展開プロセスが簡素化され、自動
化とシンプルさを強化できるからです。

上の図からわかるように、コンテナの導入と人気には大きな差があります。
回答者の3分の2以上が何らかのコンテナ実装を利用しており、最上位にラン
クされているDockerは50%近くが利用しています。Kubernetesは、あらゆ
る主要クラウドプロバイダーの着実なサポートが示すように、勢いを増して
います。

クラウドの導入が加速していることの証拠として、コンテナの使用は前年比
で50%増えており、最新アーキテクチャの重要な要素になっています。

クラウド
導入

1
クラウドの課

題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6

46%  
がコンテナ技術
としてDockerを
使用

表14 
貴社のクラウドアーキ
テクチャでは、どのコ
ンテナ技術が利用/検
討されていますか。

3.56%

6.72%

17.00%

19.76%

20.55%

29.64%

39.92%

39.92%

45.85%

Other (please specify)

Pivotal Cloud Foundry

Google Kubernetes Engine (GKE)

None

Red Hat OpenShift

AWS Container Service (ECS/EKS)

Kubernetes

Azure Kubernetes Service (AKS)

Docker

N=253

なし

その他 (具体的に)
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表15 
クラウドマーケットプレ
イスを利用する動機付け
要因はどれですか。上位
3つを答えてください。

5. クラウドマーケットプレイスとクラウドプログラム 
あらゆる大手テクノロジー企業、流通業者、および大規模SaaSプロバイダーがクラウ
ドマーケットプレイスに参入しているので、クラウドマーケットプレイスは驚異的な
ペースで成長しています。Forrester社は、パブリッククラウドマーケットプレイスは
2020年までに1,910億ドルに達すると予測しています。クラウドマーケットプレイス
では、ユーザーは事前に資金を投入しなくても必要なすべてのツールを利用できるの
で、ユーティリティプライシング、厳しい予算、およびバランスの取れたリスクを最
大限に活用できます。次に、クラウドマーケットプレイスで利用可能ないくつかの主
要クラウドプログラムを含む、上位の動機付け要因について説明します。

回答者の50%以上が何らかの理由でクラウドマーケットプレイスを利用して
おり、最も多いのはユーティリティプライシング (従量課金制) です。残りの
50%はクラウドマーケットプレイスの利用に積極的ではありませんが、検討
したことはあり、近い将来使用する可能性があります。長期契約が不要である
こと (10%) やセルフサービス性 (14%) も、クラウドマーケットプレイスの
利用者を動機付けています。

クラウドの課
題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6
クラウド

導入

1

1.98%

2.78%

5.16%

5.95%

9.52%

13.10%

19.05%

42.46%

Other (please specify)

Actively considering cloud marketplace

SaaS would be a better option

No long-term commitment needed

Exploration and move to production

Self service capability, minimize IT dependency

Pay as you go option (budget support)

Not using cloud marketplace today

N=252

現在クラウドマーケットプレイスを使用していない

従量課金制オプションによる予算サポート

セルフサービス機能、IT部門への依存を最小化

調査と本番への移行 

長期契約が不要

SaaSのほうがいい

クラウドマーケットプレイスの利用を前向きに検討中

その他 (具体的に)
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クラウドマーケットプレイスが提供する取引と調達に関する幅広いプログラムと利点
は、クラウドプラットフォームを選択する際の決定要因になることがよくあります。回
答者の50%近くは、エンタープライズ契約や、特別割引を提供できるエンタープライズ
割引プログラム (EDP) を、法的手続きや長期化する交渉の辛さを軽減する素晴らしい手
段として見ています。プライベートオファー (20%) は、大企業が事前承認された予算を
マーケットプレイスルートで利用することによって、より一般的になりつつあります。

要約すると、クラウドマーケットプレイスは、展開のためだけでなく、調達面でもアジ
ャイルなプラットフォームを提供して、さまざまな予算上のニーズに柔軟に対応できる
ので、ビジネスのダイナミクスを変化させます。クラウドマーケットプレイスの今後の
展開は、ISVがどれだけ優れたパートナーネットワークを構築してイノベーションを促
進できるかに依存しています。

いくつかの数字を2019年と比較すると、クラウドマーケットプレイスは明らかに急成
長しています。IT予算の管理に関して、クラウドマーケットプレイスは非常に使いや
すく、値段交渉不要の取引を提供します。

表16 
2020年と2019年のマ
ーケットプレイスの
利用と利点の比較

表17 
クラウドマーケッ
トプレイスに興味
を持つきっかけは
どれですか。

クラウドの課
題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6
クラウド

導入

1

8% 9% 10%

20%
18%

20%

50%

10% 11% 12%

18%

26%

38%
40%

Actively
considering cloud

marketplace

SaaS would be a
better option

No long-term
commitment

needed

Exploration and
move to

production

Self service
(minimize IT

dependency)

Pay as you go
(budget friendly)

Not using
marketplace

today

2019 2020

N=252

クラウドマーケッ
トプレイスの利用
を前向きに検討中

SaaSのほうが
いい

長期契約が不要 調査と本番へ
の移行

セルフサービス 
(IT部門への依存

を最小化)

従量課金制
(予算にやさしい)

現在マーケット
プレイスを使用

していない

11.46%

20.95%

30.43%

37.94%

46.25%

Other (please specify)

Private offers via marketplace

Reserved instances/manage costs

AWS EDP (enterprise discount progam)

Enterprise agreement for faster procurement

N=253

エンタープライズ契約による迅速な調達 

AWS EDP (エンタープライズ割引プログラム) 

リザーブドインスタンス/コスト管理 

マーケットプライス経由のプライベートオファー 

その他 (具体的に) 
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6. クラウド内でのデータ管理
データの重心がクラウドに移行するにつれて、ハイブリッドクラウドアーキ
テクチャとマルチクラウドアーキテクチャがデータ管理とデータフローの基
盤になります。これまでに、高度な洞察の統合と生成に関してさまざまな種
類 (構造化および非構造化) のデータが役割を果たすことがわかっており、し
たがってアジリティとイノベーション能力を強化するためにクラウドでデー
タを簡単に使用できるようにする必要がありますが、ビジネス価値を最大化
するには簡単なアクセスと保護のバランスを取る必要があります。今回の調
査では、クラウドソリューションを評価する際に、これらの主な検討事項2つ
を考慮しています。

表18 
クラウドベースの
ソリューションを
評価する際の課題
は何ですか。

回答者の60%以上が、クラウドのソフトウェアのコストの意味合いについて
心配していますが、これはライセンスの管理機能と明確さに直接結び付いて
います。回答者のさらに30～40%は、POCによってクラウドソリューション
の価値を簡単に評価できるかどうか、およびワークロードのスケーリングが
ライセンスコストに与える影響を簡単に理解できるかどうか、自信がありま
せん。回答者の4分の1は、IT部門またはクラウド固有のスキルへの依存性が
少ないマネージドサービス (SaaS) を好んでいます。

クラウドの課
題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6
クラウド

導入

1

6.32%

9.09%

25.30%

27.67%

34.78%

46.64%

60.87%

Other (please specify)

None of the above

Lack of managed service option (SaaS)

Not easy to validate/conduct a POC

Scaling license usage/flexibility

License management and clarity

Cost implication/license usage

N=253

コストの意味合い/ライセンスの使用状況 

ライセンスの管理と明確さ 

ライセンスの使用状況/柔軟性のスケーリング 

概念実証の評価/実施は簡単ではない

マネージドサービスオプション (SaaS) がない 

上記以外 

その他 (具体的に)
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表19 
クラウド内のデータ管
理/統合に関する課題
をどの方法で克服しま
したか。

クラウドソリューションを評価する際に一部の組織が直面するデータ管理上のいくつ
かの課題がわかったところで、これらの課題を克服する方法もあることを思い出しま
しょう。

仮想データレイクは、広範囲にわたるデータの管理を向上する重要なソリューション
の1つであり、回答者の50%以上が投資しています。クラウドオブジェクトストレー
ジもデータの一元管理を実現しますが、いくつかの重要なガバナンス機能が不足して
います。クラウド内のデータ統合に対してよく使われているもう1つのソリューショ
ンがデータ仮想化です。回答者の45%がこれを選択していることは、Denodoプラッ
トフォームをはじめとするデータ仮想化ソリューションが相当広く浸透しており、魅
力的なTCOとセキュリティ管理を提供していることを示しています。

ETLやデータウェアハウジングなどの従来のアプローチも依然として使用されていま
すが、マルチクラウド環境でのデータ管理に関して、競合するアプローチのような多
用途性がありません。

クラウドの課
題/展開

2
クラウドプロ
バイダー/移行

3
クラウド
使用事例

4
クラウドマーケ
ットプレイス

5
クラウドデ
ータ管理

6
クラウド

導入

1

6.35%

18.25%

20.24%

30.16%

32.14%

44.05%

45.24%

46.03%

50.79%

Other (please specify)

Hadoop distributions

Event stream processing

Data catalog & semantic tooling

Cloud data warehouses

ETL Pipeline and data hubs

Data virtualization tools like Denodo

Object storage in the cloud

Virtual data lakes

N=252

仮想データレイク 

クラウドのオブジェクトストレージ 

Denodoなどのデータ仮想化ツール 

ETLパイプラインとデータハブ 

クラウドデータウェアハウス 

データカタログおよびセマンティックツーリング 

イベントストリーム処理 

Hadoopディストリビューション 

その他 (具体的に) 
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| 方法論

この調査は、北米、ヨーロッパ・中東・アフリカ、およびアジア太平洋の3つの主要国際地域にわたる250余りの
組織を対象として実施されました。さまざまなバックグラウンドと役職を持つユーザーが参加し、各自の洞察を
共有しました。2020年のDenodoグローバルクラウド調査の結果は、クラウドの導入ジャーニーにおける各組織
の立ち位置を明らかにしました。調査は、2020年2月にオンラインで実施されました。

| 人口統計情報

役職別の回答者

産業別の回答者

30.95%

20.24%

13.89%

11.11%

10.71%

8.33%

4.76%

アーキテクト 

その他 

経営幹部 

IT/DevOps 

開発者 

ビジネスアナリスト 

セールスエンジニア 

N=253

N=253

4.35%

4.35%

6.32%

6.72%

6.72%

7.51%

20.16%

20.95%金融サービス 

ソフトウェア/IT 

エネルギー 

製造 

連邦/政府 

医療 

保険 

通信 0.79%

1.58%

1.58%

3.16%

3.16%

3.56%

4.35%

4.35%小売 

その他 (具体的に) 

技術サービス 

教育/高等教育 

ビジネスサービス 

自動車/航空宇宙 

ライフサイエンス 

メディアと出版 
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DENODOプラットフォームの概要

•	 Denodoプラットフォームは、組織の多様なデータソースにわたってデータを複製せずに統合したデ
ータへのリアルタイムアクセスなど、データ仮想化のあらゆるメリットを提供します。さらに、エン
タープライズ、ビッグデータ、およびクラウドソース (Amazon Web Services、Microsoft Azure、
およびGoogle Cloud Platform) に存在する構造化データと非構造化データに対する最も広範なアク
セスをバッチとリアルタイムの両方で提供します。そのパフォーマンスは、大量のデータを処理する
組織が求めるパフォーマンスを上回っています。

•	 Denodoプラットフォームは、そのマルチロケーションアーキテクチャを活用して、マルチクラウド
統合を円滑に進めます。ユーザーはBYOL (Bring Your Own License: ライセンス持ち込み) やクラ
ウドマーケットプレイスを使用してハイブリッドクラウドエコシステム内でDenodoを展開できるの
で、組織がクラウド内のデータ仮想化機能を簡単にご利用になれます。さまざまなテストドライブや
14日間無償トライアルをクラウドで使用して、Denodoプラットフォームを体験してください。 

•	 Denodoプラットフォームのアジャイルなアーキテクチャは、サービスとしてのデータ (DaaS) を推
進するAPIの統合、仮想データレイク、データウェアハウスモダナイゼーション、組み込みデータカ
タログ機能を用いたデータサイエンスアクセラレーションなどのさまざまな使用事例をクラウド内で
実現します。

•	 Denodoプラットフォームは、クラウドセキュリティの中心層として機能し、すべての情報へのア
クセスを1カ所から制御できるようにします。ロールベースのセキュリティの管理からLDAP/AD認
証の処理に至るまで、幅広いデータソースへの接続に使用するさまざまなセキュリティプロトコル 
(SSL、OAuthなど) に対応する一方で、業務アプリケーション向けに (HTTPSまたはKerberosを使
用して) データを安全にパブリッシュします。Denodoプラットフォームは、GDPRを遵守するため
に使用することもできます。

•	 100個以上のデータソースコネクター (構造化/非構造化データソースコネクターを含む) がさまざま
な地域に分散し、BIアプリケーション、データサイエンスツール、Webサービスなどで幅広く使用さ
れている状況で、Denodoプラットフォームのデータ仮想化技術は、ハイブリッドなクラウドエコシ
ステムに固有の課題を軽減します。

Denodoクラウドリソースの最新情報はこちらからご覧いただけます。

https://www.denodo.com/en/denodo-platform/test-drives
https://www.denodo.com/en/denodo-platform/free-trials
https://www.denodo.com/en/system/files/document-attachments/gdpr-infographic-blog_0.pdf
https://www.denodo.com/ja/denodo-platform/denodo-cloud


Denodo は、データ仮想化市場をリードする企業として、高性能で柔軟なデータ連携、データ抽象化、リアルタ
イムのデータサービスをエンタープライズ企業、クラウド、ビッグデータ、非構造化データなど幅広い環境に従
来の手法の半分のコストで提供しています。 すべての主要な業界におけるDenodoのお客様は、事業のアジリテ
ィとROIを大幅に向上させました。

株式会社ジールは、「専門的な分析基盤を用意に実現する」企業分析の専門集団です。最新の技術と情報処理技
術を駆使し、お客様の業務に合わせたデジタルトランスフォーメーションを提供します。コンサルティングから
設計、開発、さらにはサポートサービス、教育サービスまでシステム導入のすべてを提供でき、多種多様な導入
実績に基づいた知見で、お客様が抱えるあらゆる課題を解決します。

ホームページ  www.denodo.com  |  メール info@denodo.com  |  コミュニティ community.denodo.com

ホームページ  www.zdh.co.jp

http://www.denodo.com/en
http://community.denodo.com
http://www.zdh.co.jp

